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	　 　 (1)　基礎欠陥について、被告らの主張する、①あと施工アンカーによる補修、②鉄筋溶接による補修(基礎をコア抜きして鉄筋を露出させて溶接で鉄筋配筋をする)等を排除し、解体・建替判決を維持した。
	　 　 　その結果、原判決の認めた損害額を全て認めた上、慰謝料・弁護士費用を増額認定した。
	　 　 (2)  除斥期間について
	　 　 　請負契約書上、瑕疵担保責任は「引渡から１年内に書面により求めなければならない。瑕疵が故意又は重過失によるときは５年間。請負人が瑕疵の存在を知っていたときは書面による通知は不要」と規定されている。これ
	　 　 ①「本件建物の瑕疵の内容及びその程度に鑑みると、本件建物の瑕疵は、請負人の重大な過失によって生じたものであることは明らかである」。
	　 　 ②　引渡の翌年から雨漏り等の現象が見られるようになり、「原告は雨漏りが生じる都度、修補の依頼をし、被告は、その都度、部分的な修補を繰り返していたものの、雨漏りの原因や漏水箇所を特定することすらできず、
	　 　 ③「本件建物の瑕疵は被告の重大な過失によって生じたものであって、原告は…引渡を受けてから５年以内に本件建物の瑕疵について、その修補等を求める請求を行っていたのであるから、…瑕疵担保責任を追求することに
	　 　 (3)  あと施工アンカー工法による基礎補強について
	　 　 　相手方らから、①平成18年告示314号により平成13年告示1024号が改正され、既存建築物の補強・改修目的であと施工アンカーを使用できる、②平成18年5月8日付国住指501号「あと施工アンカー・連続
	　 　 　裁判所は、「本件建物の基礎には、…重大な瑕疵が複数存在している上、…これらの瑕疵は、本件建物の基礎が、長期荷重に対する耐力を備えていないことを示すものであると言える。そうすると、耐震補強という地震力
	　 　 (1)  １審でほぼ完勝の判決に対し、相手方が控訴していたため、当方も附帯控訴した(当方の不服内容は、地盤改良費用、慰謝料、弁護士費用)。
	　 　 (2)  審理期間11か月(弁論期日6回)の間に、施工業者の主張書面が５通、設計者の主張書面が３通に対し、当方の主張書面が８通と、「出されたら出し返す」、分量的にも「倍返し」の主張を心がけた。
	　 　 (3)  例えば、あと施工アンカー工法に対する反論としては、①あくまで耐震補強で、新築工事に適用できないこと、②国住指第501号の趣旨は木造住宅の基礎コンクリートでも妥当することを詳細に主張したうえ、
	　 　 (4)  施工業者は、あと施工アンカー以外にも、①基礎立上りにスラブから2～12㎝の高さで深さ約７㎝にわたり100φのコア抜きをして鉄筋直前でドリルを止め、手作業で鉄筋をはつり出す。②新設鉄筋を両面フ
	　 　 　①本件建物の基礎配筋は位置・深さにバラツキがある以上、コア抜きの寸止めなど無理。②だいたい、スラブから2～12㎝の高さでは、コア抜きマシン作業自体が無理(相手方は発泡スチロールを用いて、固定アンカー
	　 　 　これらについては、コア抜き作業や溶接作業の実際について、文献を調べたり建築士さんに聞きまくり、証拠資料ももらったうえで、主張・立証した。
	　 　 (1)  伏見マンション事件の控訴審裁判所と同じ裁判部に係属しており、伏見マンション事件の判決では、不法行為責任を限定的に解釈した部だったが、本件では瑕疵担保責任だったこともあるのか、業者側の責任を重
	　 　 (2)　相手方控訴の事件で、相手方からの攻撃に当方は徹底防御しなければならない立場であり、いつ結審されるか判らないため、やれることは全てやるという姿勢で臨んだ。
	　 　 　例えば、第１回期日の４日前に相手方が準備書面を出してきたので２日前に当方も反論準備書面を提出し、第２回期日の２日前に相手方が準備書面を出してきたので前日に当方から反論準備書面を提出するという繰り返し
	　 　 　訴訟が長期化して依頼者も不安がっていた側面もあるが、それでも必要と思われる訴訟活動は行う重要性を改めて実感した。



